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調査概要

・調査対象：重点支援地方交付金を活用し事業を実施している地方公共団体
（1,788団体）

・回収率 ：1,788/1,788団体（100％）

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（以下、「重点支援地方交付
金」という。）は、エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた
生活者や事業者に対し、地方公共団体が地域の実情に応じてきめ細かに必
要な事業を実施できるよう措置したものです。
このため、制度創設当初より、実施した事業の実施状況及びその効果に

について、事業実施完了後速やかに各地方公共団体において公表するよう
要請してきており、令和７年６月に令和５年度に完了した事業の地方公共
団体の公表状況を調査した結果を取りまとめて公表したところです。
今般、令和６年度に完了した事業の公表状況について取りまとめました。

（参考）これまでに６回（令和４年５月、令和５年１月、令和５年６月、令和６年１月、令和
６年６月、令和７年６月）公表。
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１.事業の実施状況及びその効果の公表に関する報告結果

令和６年度に重点支援地方交付金を活用した事業の全部又は一部が完了した地方公共団体につい
て、事業の実施状況及びその効果の公表について取りまとめた。

・令和６年度に事業の全部又は一部が完了し実施状況及びその効果を公表している地方公共団体
の割合は100％となった。

・公表方法としては、ほぼ全ての団体において自治体ホームページへの掲載を利用していた。

令和８年４月末時点

公表済：1,788団体

［実施状況］ ［事業の効果］

(1,788団体） (1,788団体）
100％

(1,788団体）
100％

(1,788団体）

公表済：1,788団体
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物価高騰対応に係る効果・課題
等を「見える化」した評価・公
表の実施

外部主体（有識者・委員会）
による評価・公表の実施

事業単位の
定量的評価・公表の実施

• 議会での審議に限らず、地域の民間事業者等で組成された
外部委員会等を設置し第三者による事業評価を実施。

• 住民や関係団体へのアンケート等を活用して、事業の効果
を把握・公表。

• 事業費の活用実績やアウトプット・アウトカム定量実績を
公表。（成果目標を設定している場合は達成状況も公
表。）

• 評価を５段階などで定量化し、事業ごとの相対的な比較検
証がしやすい形で公表。

• 事業分野別の事業数・充当額を公表し交付金使途の全体像
を「見える化」。

• 中長期的な効果の最大化に向け、交付金事業実施による今
後の課題を整理。

• 物価高騰対応、事業者支援等に係る取組全般の成果を全的
に検証。

特徴的な評価・公表の指針

公表例

２.公表例（特徴的な評価・公表）

重点支援地方交付金を活用した事業の実施状況及びその効果に関する特徴的な評価・公表につい
て調査。

《生活者支援分》
①鹿児島県枕崎市（P4）、 ②群馬県伊勢崎市（P5）

《事業者支援分》
①沖縄県（P6）、②兵庫県西脇市（P7） ３



＜生活者支援＞
①鹿児島県枕崎市

特徴：外部主体（有識者・委員会）による
評価・公表の実施

◎住民や関係団体へのアンケート等を活用して、事業の効
果を把握・公表

（出典）鹿児島県枕崎市ホームページ

特徴：物価高騰対応に係る効果・課題等を
「見える化」した評価・公表の実施

◎事業分野別の事業数・充当額を公表し交付金使途の全体
像を「見える化」

【市提供資料】

          特徴：事業単位の定量的評価・公表の実施

◎事業前後の比較や達成状況について具体的に数値を記載
した評価

事業者アンケート等を活用した市による効果検証・自己評価結果
を、外部有識者による会議で評価し、意見がある場合には、その
意見を公表している。

事業区分別に「事業概要（交付金の経費内容）」「達成状況」
「成果及び評価」を整理し、全体像を見える化。

事業期間前後の比較検証を数値で掲載し、KPIに対しての達成度
合を市が４段階で評価し公表するなど、事業の有効性を住民に示
す工夫をしている。
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事業数・充当額を円グラフを使用しわかりやすく伝える工
夫がされ、事業区分別に「事業概要」「交付金充当額」
「事業実施内容」「成果目標」「成果」「事業の効果」を
整理し、全体像を見える化｡

          特徴：事業単位の定量的評価・公表の実施

◎個別事業ごとに事業内容や実績、成果について具体
的に数値を記載し成果目標に応じた評価

特徴：外部主体（有識者・委員会）に
よる評価・公表の実施

◎事業対象者へのアンケートを活用して、事業の効果
や課題を把握・公表

事業対象者へのアンケート調査の意見や内部評価の結果、
外部有識者による会議での効果検証の実施を公表している。

（出典）群馬県伊勢崎市ホームページ

特徴：物価高騰対応に係る効果・課題等を
「見える化」した評価・公表の実施

◎事業分野別の事業数・充当額を公表し交付金使途の
全体像を「見える化」

成果目標に対して、具体的な数値の成果を記載し、経済活
性化に対する効果を分類し、市での評価を公表している。

＜生活者支援＞
②群馬県伊勢崎市
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事業の活用実績の具体的な数値を公表している。

特徴：事業単位の定量的評価・公表の実施

◎事業の活用実績やアウトプット・アウトカム定量実績を公
表（成果目標を設定している場合は達成状況も公表）

関係団体に対してアンケート及びヒアリングを実施し結果を掲載
することで、外部の意見を踏まえた検証を行い、次の事業に向け
た改善を検討している。

（出典）沖縄県ホームページ

＜事業者支援＞
①沖縄県

事業別に「事業概要・目的」「交付金充当経費」「事業実績」
「事業成果・効果」を一覧化したうえで、それぞれ効果検証シー
トを作成し、全体像を見える化。

特徴：物価高騰対応に係る効果・課題等を
「見える化」した評価・公表の実施

◎事業分野別の事業数・充当額を公表し交付金使途の全体像

を「見える化」

特徴：外部主体（有識者・委員会）による
評価・公表の実施

◎住民や関係団体へのアンケート等を活用して、事業の効果
を把握・公表
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特徴：物価高騰対応に係る効果・課題等を
「見える化」した評価・公表の実施

◎事業分野別の事業数・充当額を公表し交付金使途
の全体像を「見える化」

（出典）兵庫県西脇市ホームページ

事業者向けにアンケート調査を実施し、その結果を公表
することにより、事業の有効性を住民に示す工夫をして
いる。
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特徴：外部主体（有識者・委員会）による
評価・公表の実施

◎住民や関係団体へのアンケート等を活用して、事
業の効果を把握・公表

特徴：事業単位の定量的評価・公表の実施

◎個別事業ごとに事業内容や実績、評価について具
体的に数値を記載し成果目標に応じた評価

成果目標に対し、実施状況として詳細な対象経費を掲載
し、達成状況を市として４段階の評価を行っている。

＜事業者支援＞
②兵庫県西脇市

事業区分別に「事業概要」「総事業費」「うち臨時交付
金」「成果目標」「評価」を整理し、全体像を見える化。
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